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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】簡単な操作で迅速かつ発熱を充分に生かした水
和反応式炊飯器を提供する。
【解決手段】水和反応する発熱剤を封入した透水性袋体
６を容器本体１の内部１ｇに収納し、水を注ぐことで水
和反応を起して発生した蒸気は、とぎ洗いをしてお好み
に応じた水加減をしたお米７が入った内ナベ２の開口部
２ｄに設けた底面２ｃを前記蒸気で加熱する、さらに、
該蒸気は隙間８、１１、１２を通して前記容器本体１に
回転ネジ方式で開閉する重載置されたフタ３の内面３ｅ
と、前記とぎ洗いをしてお好みに応じた水加減をしたお
米７が入る、底面２ｃを設けた開口部２ｄとの空間で、
前記蒸気を滞留させることで直接蒸気加熱され、ご飯が
炊ける水和反応式炊飯器。
【選択図】図４
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　　　　水和反応する発熱剤を封入した透水性袋体（６）を収納する内部（１ｇ）を設け
た容器本体（１）に、とぎ洗いをしてお好みに応じた水加減をしたお米（７）が入る開口
部（２ｄ）に底面（２ｃ）を設けた内ナベ（２）が載置され、該内ナベ（２）が覆われ、
なお且つ、前記容器本体（１）に回転ネジ方式で開閉できるフタ（３）が重載置されるよ
う形成され、前記内部（１ｇ）に収納された前記水和反応する発熱剤を封入した透水性袋
体（６）に水を注ぐことで、水和反応を起し蒸気を発生させ、前記とぎ洗いしてお好みに
応じた水加減をしたお米（７）が入る前記開口部（２ｄ）に設けた前記底面（２ｃ）を蒸
気で加熱するのと、なお且つ、該蒸気が隙間（８）、（１１）、（１２）を通して前記フ
タ（３）の内面（３ｅ）と、前記とぎ洗いをしてお好みに応じた水加減をしたお米（７）
が入る前記底面（２ｃ）を設けた前記開口部（２ｄ）との空間で、前記蒸気を滞留（１０
）させることで直接蒸気加熱され、ご飯が炊けることを特徴とする水和反応式炊飯器。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本考案は、レジャーやアウトドアーや災害時等、電気や火が使えない場所でも安心し
てご飯が炊ける炊飯器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　　温かい食事を食べると、ほっとする、元気になる。レジャーやアウトドアー等外でご
飯を炊くには、ガスコンロや固形燃料等の火を使用しなければならないため、引火等の危
険性がある。また、災害時等では、電気やガス等インフラが遮断されることも有ります。
この様な時に、室内外でも危険性のない、安全で安心してご飯が炊くことができるものの
開発が要求されている。この場合、水和反応する発熱剤を使用し加熱することでご飯を炊
くことが考えられる。
【０００３】
　　従来の水和反応式加熱器は、温めることを前提に考えられてきました。耐熱材質より
なる容器本体と、該容器本体に載置される耐熱材質よりなる受皿とで構成された容器本体
の内部に、水和反応する発熱剤を封入した透水性袋体が収納される。また、受皿は料理等
をその上面に載置される。この水和反応式加熱器を使用する際には、容器本体の内部に水
を注ぎ、この水を発熱剤に吸収させて水和反応を起こすことにより、受皿上部の料理を加
熱し、温めるようになっていた。
【０００４】
　　しかし、上記従来の水和反応式加熱器は、発熱が充分に生かされず温めることができ
てもご飯を炊くことは考慮されていないなど問題が生じていた。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　　本考案は、上記従来の問題点を解決するものであって、その目的とするところは、簡
単な操作で迅速かつ発熱を充分に生かした水和反応式炊飯器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　　上記目的を達成するために本考案は、耐熱材質よりなる容器本体１と、該容器本体１
に載置される耐熱材質よりなる内ナベ２と、該内ナベ２を覆い、前記容器本体１に回転ネ
ジ方式で開閉する重載置される耐熱材質よりなるフタ３からなり、前記容器本体１の内部
１ｇには水和反応する発熱剤を封入した透水性袋体６が収納される。開口部２ｄに底面２
ｃを設けた前記内ナベ２は、とぎ洗いしてお好みに応じた水加減をしたお米７を入れ、前
記容器本体１に載置し、該容器本体１に重載置するよう前記フタ３が形成されていること
を特徴としている。
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【０００７】
　　本考案の水和反応式炊飯器は、容器本体１に重載置されるフタ３は回転ネジ方式で開
閉できるように形成されていることを特徴としている。
【０００８】
　　本考案の水和反応式炊飯器を使用する際には、容器本体１の内部１ｇに収納された水
和反応する発熱剤を封入した透水性袋体６に水を注ぎ、該水を前記水和反応する発熱剤を
封入した透水性袋体６に吸収させて水和反応を起こすことで蒸気を発生させ、前記容器本
体１に載置された内ナベ２の底面２ｃの空間で蒸気加熱し、さらに、該蒸気が充満９する
と、圧力が上昇し、前記内ナベ２の前記底面２ｃを押し上げ、前記容器本体１の開口部上
面１ｉと前記内ナベ２に設けられたツバ２ａの間で隙間１１が生まれ、該隙間１１と隙間
１２を通して、とぎ洗いしてお好みの水加減をしたお米７が入った、前記内ナベ２の前記
底面２ｃを設けた前記開口部２ｄと、フタ３の内面３ｅの空間で前記蒸気を滞留１０させ
ることで、前記とぎ洗いしてお好みの水加減をしたお米７が直接蒸気加熱され、ご飯が炊
けるよう形成されていることを特徴としている。
【０００９】
　　また、容器本体１の内部１ｇと、内ナベ２の底面２ｃの空間で充満９した蒸気と、内
ナベ２の開口部２ｄとフタ３の内面３ｅとの空間で滞留する蒸気１０の圧力が上昇しすぎ
ないように、隙間１１、１２、１３、１４を通して外部に蒸気が排出１５されるよう形成
されていることを特徴としている。
【００１０】
　　また、容器本体１とフタ３を二重構造に形成させることで、前記容器本体１の内部１
ｇに収納された水和反応する発熱剤を封入した透水性袋体６が水和反応を起こして発生し
た蒸気の熱も、外側に伝わりにくく安全に取扱いができ、保温性も高まる。よって、炊い
たご飯も冷めにくい水和反応式炊飯器を提供することができる。
【考案の効果】
【００１１】
　　以上詳述したように、本考案の水和反応式炊飯器は、簡単な操作で迅速かつ充分に発
熱が生かされ、危険性のない、安全で安心してご飯が炊けて、長い間温かい状態に維持す
るという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本考案の水和反応式炊飯器の斜視図である。
【図２】本考案の水和反応式炊飯器の構造を示す分解斜視図である。
【図３】本考案の水和反応式炊飯器の上部から見た平面図である。
【図４】本考案の水和反応式炊飯器の使用時の状態を示す側断面図である。
【図５】本考案の水和反応式炊飯器のフタを締め付けた状態を示す側面図である。
【図６】本考案の水和反応式炊飯器の構造を示す分解側断面図である。
【図７】本考案の水和反応式炊飯器の蒸気の通りを示す詳細側断面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１３】
　　次に、各図を参照しながら、本考案の実施の形態について説明する。
【００１４】
　　図１と図２に基づいて説明する。図１は、容器本体１に回転ネジ方式で開閉するフタ
３を回し締めつけた状態を示している。図２は、耐熱材質よりなる前記容器本体１と該容
器本体１に載置する耐熱材質よりなる内ナベ２と、該内ナベ２を覆い、前記容器本体１に
重載置する耐熱材質よりなる前記フタ３と、該フタ３にネジ５でネジ締め固定される耐熱
材質よりなる取手４で形成されている。
【００１５】
　　図３と図４と図５に基づいて説明する。図３は、水和反応式炊飯器の上部から見た形
状は円形状としたが、多角形やその他の形状にしても良い。図４は、容器本体１の内部１
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ｇに水和反応する発熱剤を封入した透水性袋体６が収納され、前記容器本体１に載置され
た開口部２ｄに底面２ｃを設けた内ナベ２にとぎ洗いしてお好みの水加減をしたお米７が
入っている。さらに前記容器本体１に重載置する取手４が付いたフタ３が回し締め付けて
ある。図４と図５で、容器本体１に前記フタ３を回し締めた時に、前記容器本体１の外周
１ｈに均等割りに数ヶ所設けられたネジ山１ｃと、前記フタ３の内周３ｉに設けられたネ
ジ山３ｃは同様に均等割りした同数のネジ山が設けられ、互いにかみ合い締め付けられる
よう形成し、さらに、前記容器本体１の前記外周１ｈと前記フタ３の内周３ｉは、数ヶ所
設けられた前記ネジ山１ｃ、３ｃ以外の箇所は発生した蒸気を通すよう隙間１３が形成さ
れている。
【００１６】
　　図６と図７に基づいて説明する。図６は、容器本体１は外容器１ａと内容器１ｂで形
成され、合わせ箇所１ｆを溶接等により一体化された二重構造になっている。内ナベ２は
ツバ２ａと底面２ｃを設けた開口部２ｄよりなり、外側２ｂ寸法は前記容器本体１の開口
部１ｄの寸法より隙間８が出来るよう少し小さく形成されている。フタ３は外フタ３ａと
内フタ３ｂで形成され、合わせ箇所３ｈを溶接等により一体化された二重構造になってい
る。さらに前記フタ３の上面３ｆに設けられたネジ穴３ｇに、耐熱材質よりなる取手４の
両側に設けた穴４ａにネジ５を通し入れネジ締め固定される。前記取手４が付いているこ
とで水和反応式炊飯器が持ち易くなり、前記取手４を握り前記フタ３の開閉が回転し易く
なるよう形成されている。図７は、前記容器本体１の内部１ｇに収納された水和反応する
発熱剤を封入した透水性袋体６が、注いだ水と水和反応を起し、載置された前記内ナベ２
の前記底面２ｃとの空間で蒸気が発生し、前記内ナベ２の前記底面２ｃを蒸気加熱させ、
さらに、前記蒸気が充満９することで、該充満した蒸気９の圧力が上昇し、前記内ナベ２
の前記底面２ｃを押し上げ隙間１１が生まれ、充満した蒸気９は隙間８、１１、１２を通
して前記フタ３の内面３ｅと、とぎ洗いしてお好みの水加減をしたお米７が入っている前
記内ナベ２の前記底面２ｃを設けた前記開口部２ｄとの空間で蒸気を滞留１０させること
で、前記とぎ洗いしてお好みの水加減をしたお米７が直接蒸気加熱され、ご飯が炊けるよ
う形成されている。また、滞留する蒸気１０の圧力が上昇しないよう、隙間１２、１３、
１４を通して外部に蒸気が排出１５されるように形成されている。なお、とぎ洗いしたお
米の他に無洗米でも良く、また、食料品の調理、食品を温める等に利用しても良い。
【符号の説明】
　１・・・・・・容器本体
　１ａ・・・・・外容器
　１ｂ・・・・・内容器
　１ｃ・・・・・ネジ山
　１ｄ・・・・・開口部
　１ｅ・・・・・縁面
　１ｆ・・・・・合わせ箇所
　１ｇ・・・・・内部
　１ｈ・・・・・外周
　１ｉ・・・・・開口部上面
　２・・・・・・内ナベ
　２ａ・・・・・ツバ
　２ｂ・・・・・外側
　２ｃ・・・・・底面
　２ｄ・・・・・開口部
　３・・・・・・フタ
　３ａ・・・・・外フタ
　３ｂ・・・・・内フタ
　３ｃ・・・・・ネジ山
　３ｄ・・・・・下縁面
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　３ｅ・・・・・内面
　３ｆ・・・・・上面
　３ｇ・・・・・ネジ穴
　３ｈ・・・・・合わせ箇所
　３ｉ・・・・・内周
　４・・・・・・取手
　４ａ・・・・・穴
　５・・・・・・ネジ
　６・・・・・・水和反応する発熱剤を封入した透水性袋体
　７・・・・・・お米
　８・・・・・・隙間
　９・・・・・・充満した蒸気
１０・・・・・・滞留する蒸気
１１・・・・・・隙間
１２・・・・・・隙間
１３・・・・・・隙間
１４・・・・・・隙間
１５・・・・・・排出された蒸気

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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